
＜一般委託＞

1 目      的 
平成31年度神奈川県公共用水域及び地下水の水質測定計画に基づき、市内の地下
水の水質を調査し、その結果を報告するものである。

2 履行期間 契約の日から令和元年12月27日

3 施行場所 横須賀市小原台ほか全15地点

4 業務内容  別紙のとおり

5 特記事項 別紙のとおり

6 関係法規 水質汚濁防止法

7 資格要件 
本業務履行については、下記の資格を有すること。
計量法に基づく計量証明事業の資格(濃度)

8 契約方法  総価による業務委託契約（一般委託）

9 支払方法 委託料の支払いは、業務完了後一括払いとする。

10 その他事項 この仕様書に定めのない事項及び疑義を生じた場合は、別途協議するものとする。

11 連　絡　先 環境政策部環境管理課水環境係　柴田 ( 内線2387 直通046-822-8329 )

・この業務を施行するにあたって、仕様書でグリーン物品購入の指示がある場合は、横
須賀市グリーン購入基本方針及び調達方針に基づく環境物品等を納入すること。ま
た、仕様書で特に指示がない場合で委託代金に物品等の購入経費が含まれている場
合は、できるだけこの方針に基づく環境物品等の調達をお願いします。
（上記方針については、本市のホームページ「よこすかのグリーン購入」参照）

・本市は、独自の環境マネジメントシステム（YES）により事務事業の環境負荷低減に努
めているので、受託者においてもできる限り環境に配慮して業務を執行するようお願い
します。

グリーン
物品購入

及び
環境配慮

関係

＜指示又は希望事項＞

地下水質調査業務委託仕様書

  地下水質調査業務委託に基づく内容は、本仕様書の定めるところによる。
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地下水質調査業務委託仕様書 

 

１ 調査期日 

    令和元年 10 月１日（火）を含めた１日又は２日間 

  ２日間で実施する場合は 10 月１日以外の調査日は 10 月上旬に実施する。 

 

２ 測定地点と測定項目 

調査区分 地 点 測  定  項  目 ※ 
備考 

（ﾒｯｼｭ番号） 

定点 小原台 （１）（２）（３） ― 

定点 秋谷 （１）（２）（３） ― 

ﾒｯｼｭ 久里浜 （１）（２）（３） 6566 

ﾒｯｼｭ 佐原 （１）（２）（３） 6585 

ﾒｯｼｭ 久比里 （１）（２）（３） 6586 

ﾒｯｼｭ 鴨居 （１）（２）（３） 6598 

ﾒｯｼｭ 大津町 （１）（２）（３） 7515 

ﾒｯｼｭ 馬堀町 （１）（２）（３） 7516 

ﾒｯｼｭ 走水 （１）（２）（３） 7518 

継続 長井１ （１）（２）硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ― 

継続 長井２ （１）（２）硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ― 

継続 長井３ （１）（２）硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ― 

継続 須軽谷 （１）（２）硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ― 

継続 津久井 （１）（２）硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ― 

継続 西浦賀 （１）（２）砒素 ― 

   ※測定項目 

（１）観測項目（４項目） 

天候、気温、井戸深度、水位 

（２）一般項目（５項目） 

電気伝導率、pH、水温、臭気、外観 

（３）環境基準項目（28項目） 

 

４ 測定方法及び数値の取扱い方法等 

    測定方法及び数値の取扱い方法等については、「平成 31 年度神奈川県公共用水域及び地

下水の水質測定計画」に基づき、別添１のとおりとする。 

 

５ 提出書類 

（１）調査実施計画書 

調査実施日、採水時間、責任者の連絡先等をまとめた計画書を、契約者名で市長宛て

に提出すること。 
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（２）作業手順書 

試料採取から報告書提出までの品質を保証するため、業務管理体制等をまとめた手順

書及び SOP（標準作業手順書）を、契約者名で市長宛てに提出すること。 

なお、測定方法が複数ある項目については、各項目につき測定方法を１つ選択し、測

定方法と定量下限値を一覧にまとめたものを添付すること。 

（３）業務実施結果報告書 

受託者は業務実施結果報告書（第１号様式）を提出すること。測定結果については報

告下限値を用い、報告下限値と定量下限値の間に検出された数値については備考欄に記入

する。報告書には下記の書類を添付すること。 

ア 計量証明書 

イ 採水作業中及び採取した試料の写真 

ウ 測定地点の緯度・経度（世界測地系） 

エ 測定地点の３次メッシュコード（世界測地系） 

オ サンプリング野帳 

カ 分析野帳、検量線等の測定値算出の根拠となるデータ 

（４）神奈川県地下水質測定結果入力シート 

   受託者は神奈川県地下水質測定結果入力シート（第２号様式）を提出すること。 

（５）環境省地下水質測定結果入力シート 

受託者は環境省地下水質測定結果入力シート（第３号様式）を提出すること。 

 

６ 提出部数及び期限 

提出書類 期限 部数 提出方法 

(１）調査実施計画書 契約後２週間以内 １ 紙 

(２）作業手順書 〃 １ 紙 

(３）業務実施結果報告書 調査日の翌月末 １ 紙＋電子データ 

ア 計量証明書 〃 １ 紙 

イ 採水作業中及び採取した試料の写真 〃 １ 紙＋電子データ 

ウ 測定地点の緯度・経度（世界測地系） 〃 １ 紙 

エ 測定地点の３次メッシュコード（世 

界測地系） 
〃 １ 紙 

オ サンプリング野帳 〃 １ 紙 

カ 分析野帳、検量線等の測定値算出の 

根拠となるデータ 
〃 １ 紙 

(４）神奈川県地下水質測定結果入力シート 〃 １ 紙＋電子データ 

(５）環境省地下水質測定結果入力シート 〃 １ 紙＋電子データ 

  ※電子データはメールまたは CD-ROM で提出すること。 
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７ 特記事項 

（１）調査を行う井戸は、既存の民有井戸等を利用するため鑿井業務はない。 

井戸水の枯渇等、特別な理由により採水できない場合は、横須賀市と協議すること。 

（２）採水井戸の選定は横須賀市で行い、契約後受託者に採水場所を指示する。 

（３）業務で排出する廃液等は関係法令を遵守し、適正に処理すること。 

（４）試料採取を適正に行うため、分析経験のある責任者を常に現地採取班に置くこと。 

（５）精度管理のため、横須賀市の指示によりクロスチェック等を実施するので、資料の供与

や模擬試料の分析（神奈川県環境科学センターが９月上旬配布する試料分析）等に協力す

ること。 

（６）本業務は、「個人情報の取扱いに関する特記事項」（別添２）を遵守して行うこと。 

（７）業務委託契約約款第５条にかかわらず本委託調査は業務の一部であっても再委託を禁止

する。 

（８）本仕様書に明記のない事項等で疑義が生じた場合については、横須賀市と協議し遺漏の

ないように施行すること。 

（９）作業員の安全管理を適正に行い、危険防止に努めること。 



第１号様式

令和○年(20〇〇年）○月○日　

（あて先）横須賀市長

受託者名

代表者名 印

所在地

業務実施結果報告書

　　　地下水質調査業務委託仕様書に基づき、令和○年〇月○日実施の地下水質調査の

　　結果を提出いたします。



第１号様式

定点 定点 メッシュ メッシュ メッシュ

小原台 秋谷 久里浜 佐原 久比里

〇月○日 〇月○日 〇月○日 〇月○日 〇月○日

カドミウム （㎎/L)

全シアン （㎎/L)

鉛 （㎎/L)

六価クロム （㎎/L)

砒素 （㎎/L)

総水銀 （㎎/L)

アルキル水銀 （㎎/L)

ＰＣＢ （㎎/L)

ジクロロメタン （㎎/L)

四塩化炭素 （㎎/L)

クロロエチレン （㎎/L)

1,2-ジクロロエタン （㎎/L)

1,1-ジクロロエチレン （㎎/L)

1,2-ジクロロエチレン （㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン （㎎/L)

1,1,2-トリクロロエタン （㎎/L)

トリクロロエチレン （㎎/L)

テトラクロロエチレン （㎎/L)

1,3-ジクロロプロペン （㎎/L)

チウラム （㎎/L)

シマジン （㎎/L)

チオベンカルブ （㎎/L)

ベンゼン （㎎/L)

セレン （㎎/L)

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 （㎎/L)

ふっ素 （㎎/L)

ほう素 （㎎/L)

1,4-ジオキサン （㎎/L)

水温 （ ℃ )

外観 （ ― )

臭気 （ ― )

ｐＨ （ ― )

電気伝導率 （mS/m)

※「不検出」とは、神奈川県の水質測定計画に定める報告下限値を下回ることを言う。
※アルキル水銀は、総水銀が検出された場合にのみ測定する。

一
般
項
目

調査区分

地　　点

採水月日

環
境
基
準
項
目



第１号様式

メッシュ メッシュ メッシュ メッシュ 継続

鴨居 大津町 馬堀町 走水 長井１

〇月○日 〇月○日 〇月○日 〇月○日 〇月○日

カドミウム （㎎/L) ―

全シアン （㎎/L) ―

鉛 （㎎/L) ―

六価クロム （㎎/L) ―

砒素 （㎎/L) ―

総水銀 （㎎/L) ―

アルキル水銀 （㎎/L) ―

ＰＣＢ （㎎/L) ―

ジクロロメタン （㎎/L) ―

四塩化炭素 （㎎/L) ―

クロロエチレン （㎎/L) ―

1,2-ジクロロエタン （㎎/L) ―

1,1-ジクロロエチレン （㎎/L) ―

1,2-ジクロロエチレン （㎎/L) ―

1,1,1-トリクロロエタン （㎎/L) ―

1,1,2-トリクロロエタン （㎎/L) ―

トリクロロエチレン （㎎/L) ―

テトラクロロエチレン （㎎/L) ―

1,3-ジクロロプロペン （㎎/L) ―

チウラム （㎎/L) ―

シマジン （㎎/L) ―

チオベンカルブ （㎎/L) ―

ベンゼン （㎎/L) ―

セレン （㎎/L) ―

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 （㎎/L)

ふっ素 （㎎/L) ―

ほう素 （㎎/L) ―

1,4-ジオキサン （㎎/L) ―

水温 （ ℃ )

外観 （ ― )

臭気 （ ― )

ｐＨ （ ― )

電気伝導率 （mS/m)

※「不検出」とは、神奈川県の水質測定計画に定める報告下限値を下回ることを言う。
※アルキル水銀は、総水銀が検出された場合にのみ測定する。

調査区分

地　　点

採水月日

環
境
基
準
項
目

一
般
項
目



第１号様式

継続 継続 継続 継続 継続

長井２ 長井３ 須軽谷 津久井 西浦賀

〇月○日 〇月○日 〇月○日 〇月○日 〇月○日

カドミウム （㎎/L) ― ― ― ― ―

全シアン （㎎/L) ― ― ― ― ―

鉛 （㎎/L) ― ― ― ― ―

六価クロム （㎎/L) ― ― ― ― ―

砒素 （㎎/L) ― ― ― ―

総水銀 （㎎/L) ― ― ― ― ―

アルキル水銀 （㎎/L) ― ― ― ― ―

ＰＣＢ （㎎/L) ― ― ― ― ―

ジクロロメタン （㎎/L) ― ― ― ― ―

四塩化炭素 （㎎/L) ― ― ― ― ―

クロロエチレン （㎎/L) ― ― ― ― ―

1,2-ジクロロエタン （㎎/L) ― ― ― ― ―

1,1-ジクロロエチレン （㎎/L) ― ― ― ― ―

1,2-ジクロロエチレン （㎎/L) ― ― ― ― ―

1,1,1-トリクロロエタン （㎎/L) ― ― ― ― ―

1,1,2-トリクロロエタン （㎎/L) ― ― ― ― ―

トリクロロエチレン （㎎/L) ― ― ― ― ―

テトラクロロエチレン （㎎/L) ― ― ― ― ―

1,3-ジクロロプロペン （㎎/L) ― ― ― ― ―

チウラム （㎎/L) ― ― ― ― ―

シマジン （㎎/L) ― ― ― ― ―

チオベンカルブ （㎎/L) ― ― ― ― ―

ベンゼン （㎎/L) ― ― ― ― ―

セレン （㎎/L) ― ― ― ― ―

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 （㎎/L) ―

ふっ素 （㎎/L) ― ― ― ― ―

ほう素 （㎎/L) ― ― ― ― ―

1,4-ジオキサン （㎎/L) ― ― ― ― ―

水温 （ ℃ )

外観 （ ― )

臭気 （ ― )

ｐＨ （ ― )

電気伝導率 （mS/m)

※「不検出」とは、神奈川県の水質測定計画に定める報告下限値を下回ることを言う。
※アルキル水銀は、総水銀が検出された場合にのみ測定する。

調査区分

地　　点

採水月日

環
境
基
準
項
目

一
般
項
目



井戸情報一覧表 第２号様式

整理番号
市町村
ｺｰﾄﾞ

市町村名
（漢字）

市町村名
（カナ）

地区番号
地区名
（漢字）

地区名
（カナ）

井戸番号 井戸名称
所在地
(番地等)

井戸住所 所有者名
所有者住

所
所有者電

話
深度
区分

利用
用途

３次ﾒｯｼｭ
ｺｰﾄﾞ

井戸
深度

文字4桁 ｺｰﾄﾞ3桁 文字14桁 文字14桁 ｺｰﾄﾞ4桁 文字26桁 文字26桁 文字6桁 文字60桁 文字60桁 文字80桁 文字60桁 文字80桁 文字13桁 ｺｰﾄﾞ1桁 ｺｰﾄﾞ1桁 数値 数値

1



井戸情報一覧表 第２号様式

整理番号

文字4桁

塩水化
の
影響

調査
区分

定期調査
井戸番号

地域ｺｰﾄﾞ
地区補助
ｺｰﾄﾞ

地下水ﾌﾞ
ﾛｯｸ
ｺｰﾄﾞ

用途
地域

地形
区分

標高 水位
井戸
口径

ｽﾄﾚｰﾅ位
置

(1)上

ｽﾄﾚｰﾅ位
置

(1)下

ｽﾄﾚｰﾅ位
置

(2)上

ｽﾄﾚｰﾅ位
置

(2)下

調査期間
（期日）

備考 緯度 経度

ｺｰﾄﾞ1桁 ｺｰﾄﾞ2桁 文字6桁 文字2桁 文字2桁 ｺｰﾄﾞ4桁 ｺｰﾄﾞ2桁 ｺｰﾄﾞ2桁 数値 数値 数値 数値 数値 数値 数値 文字16桁 文字50桁 数値 数値

2



水質測定結果一覧表 第２号様式

5.8>==&=>=8.6 >=0.003 >=0.01 >=0.05 >=0.01 >=0.0005
- <1 <0.0003 <0.1 <0.005 <0.02 <0.005 <0.0005

整理
番号

地点番号 調査年月日
調査
区分
１

調査
機関

採水
機関

分析
機関

措置１ 措置２ 水温
外観

コード
臭気

コード
ｐＨ

電気
伝導
率

ｶﾄﾞﾐｳﾑ 全ｼｱﾝ 鉛 六価ｸﾛﾑ 砒素 総水銀

文字4桁 ｺ-ﾄﾞ13桁 YYYYMMDD ｺｰﾄﾞ2桁 ｺｰﾄﾞ3桁 ｺｰﾄﾞ3桁 ｺｰﾄﾞ3桁 ｺｰﾄﾞ2桁(2桁×9) ｺｰﾄﾞ2桁(2桁×11) 999 ｺｰﾄﾞ2桁 ｺｰﾄﾞ3桁 999 999 9999 999 9999 9999 9999 99999

評価基準値・環境基準値・指針値

報告下限値

1



水質測定結果一覧表 第２号様式

整理
番号

文字4桁

>=0.02 >=0.002 >=0.002 >=0.004 >=0.1 >=0.04 >=1 >=0.006 >=0.01 >=0.01 >=0.002 >=0.006 >=0.003
<0.0005 <0.0005 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0004 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0004 <0.0006 <0.0003

ｱﾙｷﾙ水銀 PCB ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
四塩化炭

素
ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,2-ｼﾞｸﾛ
ﾛｴﾀﾝ

1,1-ｼﾞｸﾛ
ﾛｴﾁﾚﾝ

ｼｽ-1,2-
ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚ

ﾝ

ﾄﾗﾝｽ-
1,2-ｼﾞｸﾛ
ﾛｴﾁﾚﾝ

1,2-ｼﾞｸﾛ
ﾛ

ｴﾁﾚﾝ

1,1,1-ﾄﾘ
ｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1,2-ﾄﾘ
ｸﾛﾛｴﾀﾝ

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚ
ﾝ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ

1,3-ｼﾞｸﾛ
ﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

ﾁｳﾗﾑ ｼﾏｼﾞﾝ

99999 99999 9999 99999 ｺｰﾄﾞ2桁 99999 9999 9999 99999 99999 99 99999 9999 9999 99999 99999 99999

2



水質測定結果一覧表 第２号様式

整理
番号

文字4桁

>=0.02 >=0.01 >=0.01 >=10 >=0.8 >=1 >=0.05 >=0.06 >=0.06 >=0.2 >=0.008 >=0.005 >=0.003 >=0.04
<0.002 <0.0002 <0.002 <0.05 <0.05 <0.10 <0.08 <0.02 <0.005 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0008 <0.0005 <0.0003 <0.004

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙ
ﾌﾞ

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ ｾﾚﾝ
硝酸性窒

素
亜硝酸性

窒素
硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

ふっ素 ほう素
1,4-ｼﾞｵｷ
ｻﾝ

ｸﾛﾛﾎﾙﾑ
1,2-ｼﾞｸﾛ
ﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ

p-ｼﾞｸﾛﾛ
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

ｲｿｷｻﾁｵﾝ ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ
ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗ

ﾝ

9999 9999 9999 9999 9999 9999 9999 9999 9999 99999 99999 99999 99999 99999 99999 99999

3



水質測定結果一覧表 第２号様式

整理
番号

文字4桁

>=0.04 >=0.05 >=0.008 >=0.006 >=0.008 >=0.03 >=0.008 - >=0.6 >=0.4 >=0.06 - >=0.07 >=0.02 >=0.0004 >=0.2 >=0.002
<0.005 <0.004 <0.0008 <0.0006 <0.0008 <0.004 <0.0008 <0.0001 <0.0002 <0.0002 <0.006 <0.008 <0.007 <0.001 <0.00003 <0.01 <0.0002

ｵｷｼﾝ銅 ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ
ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐ

ﾄﾞ
EPN ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ

ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙ
ﾌﾞ

ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎ
ｽ

ｸﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪ
ﾝ

ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴ
ﾁﾙﾍｷｼﾙ

ﾆｯｹﾙ ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ ｱﾝﾁﾓﾝ
ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋ
ﾄﾞﾘﾝ

全ﾏﾝｶﾞﾝ ウラン

99999 99999 99999 99999 99999 99999 99999 99999 99999 99999 99999 99999 99999 99999 99999 99999 99999
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第３号様式

検出下限 定量下限 分析方法 備考 コメント 測定値 コメント 測定値 コメント 測定値 コメント 測定値 コメント 測定値 コメント 測定値
年度
都道府県コード
市区町村コード
地区番号
井戸番号
調査実施主体コード
採水機関コード
分析機関コード
採取年
採取月日
調査区分
措置1コード

 措置2コード
1301 カドミウム
1302 全シアン
1304 鉛
1305 六価クロム
1306 砒素
1307 総水銀
1308 アルキル水銀
1309 ＰＣＢ
1310 ジクロロメタン
1311 四塩化炭素
1822 塩化ビニルモノマー
1312 1,2-ジクロロエタン
1313 1,1-ジクロロエチレン
1314 シス-1,2-ジクロロエチレン
1802 トランス-1,2-ジクロロエチレン
1325 1,2-ジクロロエチレン
1315 1,1,1-トリクロロエタン
1316 1,1,2-トリクロロエタン
1317 トリクロロエチレン
1318 テトラクロロエチレン
1319 1,3-ジクロロプロペン
1320 チウラム
1321 シマジン
1322 チオベンカルブ
1323 ベンゼン
1324 セレン
1513 硝酸性窒素
1512 亜硝酸性窒素
1821 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
1407 ふっ素
1326 ほう素
1824 1,4-ジオキサン

項目コード 項目名
精度情報 測定データ 測定データ 測定データ 測定データ 測定データ 測定データ



第３号様式

コメント 測定値 コメント 測定値 コメント 測定値 コメント 測定値 コメント 測定値 コメント 測定値 コメント 測定値 コメント 測定値 コメント 測定値 コメント 測定値
測定データ 測定データ 測定データ 測定データ 測定データ 測定データ 測定データ 測定データ 測定データ 測定データ
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測定方法及び数値の取扱い方法等 
 
１ 測定方法 
（１） 観測項目 

 
   
 
 
 
 

 
天候表 

快晴 晴 曇り 雨 

みぞれ 雪 雷  雨  
  
（２）一般項目 

項  目 測    定    方    法 報告下限値 
（参考） 

評価基準 

電気伝導率 JIS K 0102 13  1 mS/m － 

pH JIS K 0102 12.1 － 5.8～8.6 

水温 JIS K 0102 7.2 (有効数字３桁) － － 

臭気 臭気表 － － 

外観 外観表 － － 

 
臭気表 

 

 

 

 

外観表 

 

  

項 目 測 定 方 法 有効数字 

天候 天候表 － 

気温 JIS K 0102 7.1 ３ 

井戸深度 － ３ 

水位 － ３ 

無臭 下水臭 薬品臭 金属臭 

かび臭 腐敗臭 芳香臭 その他 

無色 有色 
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（３）環境基準項目 

項    目 測    定    方    法 

報 告 

下 限 値 

( ㎎ / L ) 

（ 参 考 ） 

環 境 基 準 値 

カドミウム 

JIS K 0102 55.2 電気加熱原子吸光法 

0.0003 0.003 mg/L 以下 JIS K 0102 55.3 ICP発光分光分析法 

JIS K 0102 55.4 ICP質量分析法 

全シアン 

JIS K 0102 38.1.2 及び 38.2 吸光光度法 

0.1 検出されないこと JIS K 0102 38.1.2 及び 38.3 吸光光度法 

JIS K 0102 38.1.2 及び 38.5 流れ分析法 

鉛 

JIS K 0102 54.1 フレーム原子吸光法 

0.005 0.01mg/L 以下 
JIS K 0102 54.2 電気加熱原子吸光法 

JIS K 0102 54.3 ICP発光分光分析法 

JIS K 0102 54.4 ICP質量分析法 

六価クロム 

JIS K 0102 65.2.1 ｼﾞﾌｪﾆﾙｶﾙﾊﾞｼﾞﾄﾞ吸光光度法 

0.02 0.05mg/L 以下 

JIS K 0102 65.2.3 電気加熱原子吸光法 

JIS K 0102 65.2.4 ICP発光分光分析法 

JIS K 0102 65.2.5 ICP質量分析法 

JIS K 0102 65.2.6 流れ分析法 

砒素 

JIS K 0102 61.2 水素化物発生原子吸光法 

0.005 0.01mg/L 以下 JIS K 0102 61.3 水素化物発生ICP発光分光分析法 

JIS K 0102 61.4 ICP質量分析法 

総水銀 環境基準告示 付表2 還元気化原子吸光光度法 0.0005 0.0005mg/L 以下 

アルキル水銀 環境基準告示 付表3 ガスクロマトグラフ法 0.0005 検出されないこと 

PCB 環境基準告示 付表4 ガスクロマトグラフ法 0.0005 検出されないこと 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 
JIS K 0125 5.1 パージトラップGC－MS法 

0.0002 0.02mg/L 以下 
JIS K 0125 5.2 ヘッドスペースGC－MS法 

四塩化炭素 
JIS K 0125 5.1 パージトラップGC－MS法 

0.0002 0.002mg/L 以下 
JIS K 0125 5.2  ヘッドスペースGC－MS法 

ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
環境庁告示第 10 号付表の第１ パージトラップGC-MS法 

0.0002 0.002mg/L 以下 
環境庁告示第 10 号付表の第２ ヘッドスペースGC-MS法 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 
JIS K 0125 5.1 パージトラップGC－MS法 

0.0002 0.004mg/L 以下 
JIS K 0125 5.2 ヘッドスペースGC－MS法 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
JIS K 0125 5.1 パージトラップGC－MS法 

0.0002 0.1mg/L 以下 
JIS K 0125 5.2 ヘッドスペースGC－MS法 

ｼｽ-1,2- 

ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

JIS K 0125 5.1 パージトラップGC－MS法 
0.0002 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

0.04mg/L 以下 

JIS K 0125 5.2 ヘッドスペースGC－MS法 

ﾄﾗﾝｽ-1,2- 

ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

JIS K 0125 5.1 パージトラップGC－MS法 
0.0002 

JIS K 0125 5.2 ヘッドスペースGC－MS法 
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項    目 測    定    方    法 

報 告 

下 限 値 

( ㎎ / L ) 

（ 参 考 ） 

環 境 基 準 値 

1,1,1- 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

JIS K 0125 5.1 パージトラップGC－MS法 
0.0002 1mg/L 以下 

JIS K 0125 5.2  ヘッドスペースGC－MS法 

1,1,2- 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

JIS K 0125 5.1       パージトラップGC－MS法 
0.0002 0.006mg/L 以下 

JIS K 0125 5.2       ヘッドスペースGC－MS法 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
JIS K 0125 5.1       パージトラップGC－MS法 

0.0002 0.01mg/L 以下 
JIS K 0125 5.2       ヘッドスペースGC－MS法 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
JIS K 0125 5.1       パージトラップGC－MS法 

0.0002 0.01mg/L 以下 
JIS K 0125 5.2       ヘッドスペースGC－MS法 

1,3－ 

ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 

JIS K 0125 5.1       パージトラップGC－MS法 
0.0004 0.002mg/L 以下 

JIS K 0125 5.2       ヘッドスペースGC－MS法 

チウラム 環境基準告示 付表5      高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法 0.0006 0.006mg/L 以下 

シマジン 
環境基準告示 付表6の第1         GC－MS法 

0.0003 0.003mg/L 以下 
環境基準告示 付表6の第2         GC法（FTD） 

チオベンカル

ブ 

環境基準告示 付表6の第1         GC－MS法 
0.002 0.02mg/L 以下 

環境基準告示 付表6の第2       GC法（FTD）（ECD） 

ベンゼン 
JIS K 0125 5.1       パージトラップGC－MS法 

0.0002 0.01mg/L 以下 
JIS K 0125 5.2       ヘッドスペースGC－MS法 

セレン 

JIS K 0102 67.2      水素化合物発生原子吸光法 

0.002 0.01mg/L 以下 JIS K 0102 67.3     水素化合物発生ICP発光分光分析法 

JIS K 0102 67.4      ICP質量分析法 

硝酸性窒素 

JIS K 0102 43.2.3    銅・ｶﾄﾞﾐｳﾑｶﾗﾑ還元- 

                     ﾅﾌﾁﾙｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ吸光光度法 
0.05 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 

10mg/L 以下 

JIS K 0102 43.2.5    ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法 

JIS K 0102 43.2.6    流れ分析法 

亜硝酸性窒素 

JIS K 0102 43.1.1    ﾅﾌﾁﾙｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ吸光光度法 

0.05 JIS K 0102 43.1.2    ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法 

JIS K 0102 43.1.3    流れ分析法 

ふっ素 

JIS K 0102 34.1     吸光光度法 

0.08 0.8mg/L 以下 

JIS K 0102 34.1 c)（注（6）第三文を除く。）に定める

方法（懸濁物質及びｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法で妨害となる物質が共

存しない場合にあっては、これを省略することができ

る。）及び環境基準告示 付表6 ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法 

JIS K 0102 34.4      流れ分析法 

ほう素 

JIS K 0102 47.1      ﾒﾁﾚﾝﾌﾞﾙｰ吸光光度法 

0.02 1mg/L 以下 JIS K 0102 47.3      ICP発光分光分析法 

JIS K 0102 47.4    ICP質量分析法 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 

環境基準告示 付表 8の第 1  活性炭抽出 GC-MS 法 

0.005 0.05mg/L 以下 環境基準告示 付表 8の第 2  パージトラップ GC－MS 法 

環境基準告示 付表 8の第 3  ヘッドスペース GC－MS 法 
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 （注 1）表中の用語は、次による。 

○ ＪＩＳ：日本産業規格 

※ＪＩＳ Ｋ 0102 は 2016 年版を使用する 

○ 環境基準告示：昭和 46年 12 月 28 日環境庁告示第 59号 

○ 環境庁告示第 10 号：平成９年３月 13日環境庁告示第 10 号 

 

 

２ 数値の取扱方法 

（１）有効数字は指定されたもの以外は２桁とし、３桁目以下を切り捨てる。pH について

は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までとする。 

（２）報告下限値を下回る桁については切り捨てる。 

（３）環境基準値が２物質の濃度の和とされている項目（1,2-ジクロロエチレン、硝酸性

窒素及び亜硝酸性窒素）については以下のとおりとする。 

・それぞれを別に測定し桁数処理を行い、それら数値を合算後さらに桁数処理を行う。 

・測定値のいずれか一方が報告下限値未満の場合は、その報告下限値未満に変えて報 

告下限値の数値を測定値として扱う。 

・２物質がいずれも、それぞれの報告下限値未満の場合は、合算値も報告下限値未満 

とする。 

（４）臭気表に該当する臭いがなく「その他」を当てはめる場合も、臭いの内容について

記すこと。 
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個人情報の取扱いに関する特記事項 

 

（個人情報を取り扱う際の基本的事項） 

第１条 受託者（以下「乙」という。）は、個人情報の保護の重要性を認識し、業務に関

して個人情報を取り扱うときは、個人の権利利益を侵害することのないよう、個人情報

を適正に取り扱わなければならない。 

（適正な管理） 

第２条 乙は、個人情報の漏えい、滅失、改ざん、き損及びその他の事故を未然に防止す

るため必要な措置を講じなければならない。 

２ 乙は、個人情報の取扱いに関する責任体制を整備し、管理責任者を定めなければなら

ない。 

３ 乙は、個人情報の保管にあたっては、この契約による業務により取得した個人情報と

それ以外の個人情報を明確に区分し、管理しなければならない。 

（管理責任者等の教育及び研修） 

第３条 乙は、個人情報の保護及び情報セキュリティに対する意識の向上を図るため、管

理責任者及び従事者に対し、横須賀市個人情報保護条例第14条（受託者等の責務）、第

32条及び第33条（罰則）の内容並びに本特記事項において従事者が遵守すべき事項その

他この契約による業務の適切な履行に関し必要な事項について、教育及び研修を実施し

なければならない。 

（秘密の保持） 

第４条 乙は、個人情報の内容を第三者に漏らしてはならない。この契約が終了し、又は

解除された後においても同様とする。 

２ 乙は、この契約による業務の処理の従事者が個人情報を管理責任者の承諾を得ること

なく事務所以外の場所に持ち出し、又は不適切な取扱いにより第三者に漏らすことのな

いように、必要かつ適切な監督を行わなければならない。 

（収集の制限） 

第５条 乙は、この契約による業務を処理するため個人情報を収集するときは、その目的

を明確にし、当該目的の達成に必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなけ

ればならない。 

（目的外利用等の禁止） 

第６条 乙は、委託者（以下「甲」という。）の指示又は承諾があるときを除き、この契

約による業務の目的以外の目的に個人情報を利用し、又は第三者に提供してはならな

い。 

（複写等の禁止） 

第７条 乙は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、業務を実施するために

甲から提供された個人情報を複写し、又は複製してはならない。 

（資料等の返還） 

第８条 乙は、この契約による事務を処理するために甲から貸与され、又は乙が収集し、

複製し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等を、この契約が終了し、又は解

除された後直ちに甲に返還し、又は引き渡し、若しくは消去しなければならない。ただ

し、甲が別に指示したときは、当該方法によるものとする。 
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２ 乙は、前項の規定により電子記録媒体に記録された個人情報を消去する場合は、当該

個人情報が復元できないように確実に消去しなければならない。 

３ 乙は、前項の規定により個人情報を消去した場合は、当該個人情報を消去した旨の報

告書を甲に提出しなければならない。 

（再委託の禁止等） 

第９条 乙は、個人情報の処理を自ら行うものとし、第三者にその処理を委託（以下「再

委託」という。）してはならない。ただし、書面により甲の承諾を得た場合は、この限

りでない。 

２ 乙は、個人情報の処理を再委託する場合及び再委託の内容を変更する場合は、あらか

じめ次の各号に規定する事項を記載した書面を甲に提出し、前項ただし書きの承諾を得

なければならない。 

（１）再委託の相手方 

（２）再委託を行う業務の内容 

（３）再委託で取り扱う個人情報 

（４）再委託の期間 

（５）再委託が必要な理由 

（６）再委託の相手方における責任体制及び管理責任者 

（７）その他甲が必要と認める事項 

３ 乙は、前項の規定により個人情報を取り扱う事務を再委託の相手方（以下「再受託

者」という。）に取り扱わせる場合には、乙と再受託者との契約内容に関わらず、再受

託者の当該事務に関する行為について責任を負うものとする。 

４ 乙は、再委託契約において、再受託者に対する監督及び個人情報の安全管理の方法に

ついて具体的に指示しなければならない。 

５ 乙は、この契約による業務を再委託した場合は、その履行を監督するとともに、甲の

求めに応じて、再受託者の状況等を報告しなければならない。 

（立入調査等） 

第10条 甲は、個人情報を保護するために必要な限度において、乙に対し、個人情報を取

り扱う事務について管理状況の説明若しくは資料の提出を求め、又は乙の事務所に立ち

入ることができる。 

２ 乙は、甲から個人情報の取扱いに関して改善を指示されたときは、その指示に従わな

ければならない。 

（事故発生時等における報告） 

第11条 乙は、個人情報の漏えい、滅失、き損及び改ざん等の事故（以下「漏えい事故」

という。）が生じ、又は生ずるおそれがあることを知ったときは、速やかに甲に報告

し、甲の指示に従わなければならない。この契約が終了し、又は解除された後において

も同様とする。 

２ 乙は、漏えい事故が生じた場合、当該事故の被害を最小限にするため、甲と協力して

必要な措置を講じ、かつ、甲の指示に従わなければならない。 

（補則） 

第12条 乙は、この契約における個人情報の取扱いについて疑義が生じたときは、甲と協

議し、その指示に従わなければならない。 


